プログラム言語論Ⅱ 第2回レポート課題

プリントの 5.2章以降の「練習」（「発展」も含む）（のうちプログラムを作成する問題）から 2問以上を選んで、プログラムを作成し提出せよ。

· 配点は 20点だが、優秀な解答にはさらにボーナス点を加えることもある。 （ボーナスをねらう場合は、スレッドを使うこと。）

· 最大の採点基準はオリジナリティである。同じ解答 (プログラム)が複数あった場合は減点する。 (たとえ偶然の一致でも減点となるので注意すること。自由度の高い問題を選択し、偶然には一致しにくいような解答を考えるか、あるいは多数の解答を考える必要がある。)

プログラム中にはできるだけコメントも多く入れること。

· 作成したJavaのソース(.java)ファイル、クラス(.class)ファイル、HTMLファイルなどはすべてG:\Report\K_Kagawa\ProgLang\Report2\(学籍番号) にオンライン提出すること。また、ソースコード、実行中の画面のハードコピーをWord文書にまとめたものも同じ場所に提出すること。（Word以外の形式を希望する人は事前に相談すること。）

· appletviewerで実行できる事を必ず確認しておくこと。

· 実行に必要なすべてのファイルをコピーしておくこと。また、自分用のコピーを残しておくこと。

· 同時に上記の Word文書を A4用紙に印刷し、複数枚の場合は左上をステープラーで綴じたものも提出すること。

· A4用紙以外は受理しない。

· 学籍番号と名前を1ページ目に記入すること。

· どの問題を選択したかがすぐわかるようにすること。また、オンライン提出したファイルの名前がすぐわかるようにすること。

· ソースコードにはできるだけ等幅のフォント (Courier New, MS明朝など)を用いること。 

· 最後にレポートの感想や、授業の感想、授業への要望なども書くこと。

· 必ず自分用のコピーを取っておくこと。

以上の注意が守られていれば、レポート自体はごく短いもので良い。

·  提出期限は  月   日 まで。

レポート追加問題

プリントの練習の他に以下の問を解いても良い。

練習: Colorクラスのメソッド getHSBColor(float h, float s, float b)について調べ、このメソッドを使ってグラデーションなどを描くアプレットを書け。

練習: 色のRGBまたは HSBを Buttonや TextFieldを使って数値で指定して、結果を確かめながら色を作成できる、カラーエディターアプレットを作成せよ。

発展: ルービックキューブ（Rubik’s Cube）、15パズルなどのパズルのアプレットを書け。

練習: マウスがクリックされたときはその位置を、キーが押されたときはその種類を TextAreaに出力するアプレットを書け。

練習: Guruguru.javaを改造して、他の文字列や図形などを描画するようにせよ。また移動・回転の仕方も工夫せよ。

練習: sin(5*x)*cos(8*x+PI)のように周期的な関数（できるだけ複雑な波形になるように工夫せよ）の引数 １xの値を時間とともに変化させて、その値をスピードメーターまたはグラフィックイコライザーのような形式で表示するアプレットを作成せよ。

練習: start, stop, resetなどのボタンを持ったキッチンタイマーのアプレットを作成せよ。

発展: Windows95のスクリーンセーバー（伝言板、ラインアート、宇宙飛行、3Dパイプ、花見など）のような動画を描くアプレットを作成せよ。

発展: 文字列を表示し、一定時間が経過したときに、明滅したり、色が変化したり、揺れたりして人の注意を引くアプレットを作成せよ。

発展: 時間制限付のクイズを出題するアプレットを作成せよ。

プリント 6章の答
p41 下から 1行目  再帰法

p42  1行目 getImage,  2行目 getCodeBase()  10行目 自分自身

p49 順に z軸まわり,  x軸まわり,  y軸まわり







